
平成 26年 5月 7日

各所属長様

関係 各 位

九州地区情緒障害教育研究会会長 大戸 和廣

福岡県情緒障害教育研究会会長   森 泰清

(福 岡 大 会 実 行 委 員 長 )

第 42回 九州地区情緒障害教育研究会
福岡大会 (第二次案内)第 38回 福 岡県情緒障害教育研究会

第42回九州地区情緒障害教育研究会福岡大会を開催致します。大会趣旨をご周知いただき、多数ご参

カロ下さいますようご案内申し上げます。

1 大会主題  「すべての子 どもの夢をは ぐくむ特別支援教育の推進」

～一人一人の教育的ニーズに応じた支援・指導のあり方～

2 大会趣旨

平成24年 7月「中央教育審議会初等中等教育分科会 特別支援教育のあり方に関する特月1委

員会」より、共生社会に向けたインクルーシプ教育システムの構築が明確に示された。特別支援

教育がそのために必要不可欠であり、発展させていくことが重要といわれ、これまで以上に個別
の教育的ニーズを把握し、適切な指導と必要な支援を推進していくことが求められている。

特別支援教育の推進は、障害のある幼児児童生徒一人一人のユーズに応じる教育への大きな

転換を実現し完成させるものである。そして、特別支援教育の究極の日的は、すべての子ども
が大切にされる教育であり、障害があるなしにかかわらず、すべての子どもたちに個別的な西己

慮がなされる学校教育の実現であると考える。

本県でも、特別支援教育の推進が掲げられ、「校内委員会の機能の充実」「特月1支援教育コー

ディネーターによる関係機関との連絡調整」「通常学級における個男1の教育支援計画や指導計画

の作成」「通常学級における授業改善としてのユニバーサソレデザインの授業推進」等が図られ、

特別支援教育を推進する仕組みは整いつつある。

しかしながら、教育現場では、障害のある幼児児童生徒の増加や教育的エーズの多様化に伴
い、これまで以上に支援の質が問われ、さらなる医療・保健・福祉・労働等の関係機関との連

携や保幼・小・中・高・大学までの移行支援の充実が求められている。

そこで本大会では、一人一人の教育的ニーズに応じた支援や指導のあり方を探求するととも

に、児童生徒をとりまく各機関の連携のあり方についても協議を深めていきたい。すべての子

どもが大切にされる教育を目指し、すべての子どもが夢をはぐくみ、夢を実現させていく架け

橋となる特男1支援教育のあり方について共に考える機会としたい。

3 期 日  平成 26年 7月 29日 (火 )

4 会 場  アクロス福岡 (福岡市中央区天神 1-11)

5 主 催  九州地区情緒障害教育研究会、福岡県情緒障害教育研究会

6 共 催  福岡市情緒障がい教育研究会、北九ll市情緒障害教育研究会

7 後 援  福岡県教育委員会、福岡市教育委員会、北九州市教育委員会

福岡県特別支援教育研究連盟、福岡市特別支援教育研究連盟、福岡市特別支援学校長会

福岡県自閉症協会、福岡市自開症協会 、福岡発達障がい者親の会
'た

けのこ」

北九州LD等発達障害親の会「すばるJ、 アスリー トの会

西日本新聞民生事業団NHK福岡放送局、NHK厚生文化事業団九州支局



8  日 程

(1)九情研理事研修会

7月 28日  (月 )

14:30～  受付

15:00～ 16:00 九情研理事研修会 (会場 :福岡市立舞鶴小 。中学校)

17:00～ 17:30 発表者・司会者の打ち合わせ会 (ア クロス福岡)

18:00～ 20:OO 情報交換会 (ホテル福岡ガーデンパレス)

(2)全体会及び分科会

7月 29日 (火)(会場 :ア クロス福岡)
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9 参加費等

◎申込方法 本案内最終ページの申込み用紙に必要事項を記入の上、FAXにてお申し込みください。

◎大会参加費 【記念講演・分科会・大会紀要】  3. 000円
記念講演のみの参加 【当日の配布資料代含む】 1. 000円
※記念講演 (半 日)のみのお申込みも可能ですが、できるだけ記念講演・分科会を通して(全 日)の

ご参加をよろしくお願いいたしま丸

◎申込期限及び定員

申込み期限 :2014年 6月 30日

定員 :670名
※参加のお申込みの人数が、定員に達した時点で、参加の受付は終了させていただきます。参加ご

希望の方は、早めのお申し込みをよろしくお願いしま九

◎情報交換会 (懇親会)の参加費について

同時 平成 26年 7月 28日 明 ) 18:00開 始予定

会場 ホテル福岡ガーデンパレス       料金 6,000円
◎お弁当のご案内

日時 平成 26年 7月 29日 秋 ) 受け取り時刻  11:50～
受け取り場所 アクロス福岡イベントホール ロビーにて 料金 1,000円 (お茶付、税込)

◎キャンセルについて

キャンセルについては、原則としてお受けできません。つきましてはご予定等を十分にご精査の上、

参加のお申し込みをしていただきますようお願いいたします。

福岡市立舞鶴小学校内 通級指導教室 (ま いうる教室)   事務局長  藤井晴隆
〒810-0073  福岡市中央区舞鶴 2丁目6番 1号
TEL・ FAX 092-721-0239  Emil fukuoka kenjoukenOyahOO co jp

10 大会事務局 (お問い合わせ先)



記念講演  7月 29日 (火) 10:10～ 11:50

講師

筑波大学 教授 宮本 信也先生

演題

「発達障害の理解と支援J

～個に応 じた支援を求めている子どもたちのさらなる理解のために～

【講師紹介】

筑波大学大学院人間総合科学研究科教授、小児科医師

昭和 53年、金沢大学医学部卒業。その後、自治医科大学小児科研修医、同助手、講師を経て、

平成 3年に筑波大学心身障害学系助教授、莉成10年、同教授に。

ご専門は、発達行動小児科学。筑波大学附属病院小児科で心理外来の診療にあたり、現在、

子ども虐待への対応、高機能自閉症への対応、小児心身症への対応に力を注いでおられます。

九州においては、2010年 九州地区特別支援教育連盟研究大会「大分大会」でご講演下さい

ました。柔らかな語リロの中にも、大変示唆に富んだ内容のお話をしてくださつたことは参

加者の記憶に新しいところです。

著書等

「障害理解のための医学・生理学」 (明石書店) 「発達障害とその周辺の問題」 (中 山書店)

「発達障害のある子の理解と支援J(母子保健事業団)

「じょうずなつきあい方がわかる アスペルガー症候群 高機能自開症の本」監修 (主婦の友社)

「じょうずなつきあい方がわかる LD学 習障害の本」監修 (主婦の友社)

「十人十色なカエルの子」医学解説 (東京書籍)他多数

分科会及び基礎講座 7月 29日 (火)13:00～ 16:25

提案者 司会者 指導助言・ 基礎講座

第 1分科会

自閉症

スペク トラム

アクロス福岡イベン トホール

【鹿児島県】

垂水市立柊原小学校

前田 博美

【鹿児島県】

鹿児島市立山下小学校

木原 正昌
パークサイド

こどものこころクリニック

院長 原田 岡1志先生
【熊木県】

山鹿市立大道小学校

安武 和幸

【熊本県】

山鹿市立城北小学校

迎田 千恵子

第 2分科会

LD・ ADHD
アクロス福岡国際会議場

【福岡県】

北九州市立二島小学校

野村 靖子

【福岡県】

北九州市立筒井小学校

中山 優子 福岡教育大学

准教授 中山 健先生【大分県】

日田市立咸釧 学ヽ校

永瀬 理恵

【大分県】

日田市立桂林小学校

Jヽ山 尚子



特別支援教育スタートから7年が経過しました。
教室で、学T2~生活で、家庭で、子どもが上手くいかずに困っている時、その背景をどの

ように理解し、どのような手助けを必要としているのかを探ること…このことが子どもた
ちへの支援の出発点であり、特別支援教育において、今なお重要な課題と言えるのではな
いでしょうか。
「子どもたちの姿を新しい視点を持って見つめ直すことができる。」「わかっているつも
りだったけど、そうだったのか。」そのような新たな発見のある研修会にしたいと思いま
す。皆様奮ってご参加ください !
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お問い合わせ信圏蜃握婆握扇撃扇
研究会事務局

T[L092-7210239(通 級指導教室 )

宮本信也先生の紹介
筑波大学教授  小児科医
専門 :発達行動小児科学

子ども虐待への対応
高機能自閉症への対応

著書 :「アスペルガー症候群・

高機能自閉症の本
一 じょうずなつきあい
方がわかる」

(主婦の友社 )

「十人十色なカエルの子」
(東京書籍)

「児童青年精神医学 。第4版」監訳
(明石書店 )

他多数


